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２　

人
間
力
育
成
セ
ン
タ
ー
に

　

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

本
学
で
は「
人
間
力
」を「
こ
こ
ろ
の
力
」

「
社
会
人
基
礎
力
」「
職
業
能
力
」「
専
門
能
力
」

か
ら
な
る
力
と
定
義
し
て
い
る
。
専
門
能
力

を
除
く
力
を
育
成
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割

を
果
た
す
の
が
、
２
０
０
７
年
に
設
置
し
た

「
人
間
力
育
成
セ
ン
タ
ー
」で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
全
学
共
通
の「
社
会
参

画
」
関
連
授
業（
１
～
２
年
・
必
修
）の
企
画
・

運
営
を
行
っ
て
い
る（
授
業
は
学
科
教
員
が

担
任
を
兼
ね
て
担
当
）。
本
科
目
は
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
修
得
、
自
己
分
析
な
ど
の

（
狭
義
の
）キ
ャ
リ
ア
教
育
、
自
治
体
と
連
携

し
た
学
部
混
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
多

様
な
組
み
合
わ
せ
で
構
成
し
て
い
る
。ま
た
、

近
年
重
視
し
て
い
る
の
が「
企
業
取
材
実
習
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
県
内
各
企
業
に
依
頼

し
、
全
学
生
が
い
ず
れ
か
の
企
業
を
訪
問
す

る
。
半
日
の
研
修
で
は
担
当
者
説
明
と
職
場

見
学
・
取
材
を
行
っ
て
お
り
、
将
来
の
仕
事

に
対
す
る
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
早
期
に
つ

け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
は
学
生
活
動
拠
点
を

設
置
し
て
お
り
、
自
由
に
活
動
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
活
動
は
正
課
外

活
動
化
さ
れ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
里

山
保
全
、
地
域
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な

ど
多
様
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
に
は
常
駐
の
若

手
教
職
員
が
お
り
、
い
つ
で
も
相
談
、
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
セ
ン
タ
ー
の

存
在
は
、
学
生
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
も

重
要
で
、
正
課
科
目
と
連
動
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
、「
人
間
力
」の
幅
を
広
げ
て

い
る
。

３　

進
路
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

就
職
サ
ポ
ー
ト

進
路
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
行
き
先
開
拓
だ

け
で
な
く
、
学
生
に
キ
ャ
リ
ア
を
つ
け
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
就
職
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
個
別
指
導
を
展
開
し
て
い
る
。
各
自
の

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、
一
般
常
識
・Ｓ

Ｐ
Ｉ
・
論
作
文
対
策
の
各
種
講
座
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ
け
る
実
践
講
座
、

ニ
ー
ズ
の
高
い
資
格
や
公
務
員
試
験
の
対
策

講
座
な
ど
を
正
課
内
外
で
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
で
は
地
域
企
業
と
連
携
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
に
も「
就
活
支
援
バ
ス
」「
学

内
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
相
談

会
」な
ど
、
学
生
自
身
が
満
足
で
き
る
進
路

を
決
定
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

４　

地
域
で
活
躍
で
き
る

　

人
材
の
育
成
に
向
け
て

本
学
は
こ
れ
ま
で
の
人
間
力
教
育
を
発
展

す
る
形
で
、
昨
年
度
、
文
科
省「
地（
知
）

の
拠
点
整
備
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」に
採
択
さ
れ

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
と
地
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
は

社
会
人
基
礎
力
と
い
っ
た
ス
キ
ル
を
獲
得
す

る
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
起
き
て
い
る
問
題

を「
他
人
事
」か
ら「
自
分
事
」に
変
化
さ
せ
、

主
体
的
な
学
び
に
つ
な
げ
た
り
、
専
門
分
野

に
対
す
る
興
味
が「
趣
味
」の
領
域
か
ら「
社

会
的
役
割
」に
変
化
す
る
な
ど
の
効
果
も
出

始
め
て
い
る
。
今
後
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
諸
問
題
を
抱
え
る
地
域
で
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

本
学
は
大
分
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
る
大

分
市
の
東
部
に
位
置
す
る
、
工
学
部
と
経
営

経
済
学
部
を
有
す
る
学
生
数
約
１
、７
０
０

人
の
地
方
私
立
大
学
で
あ
り
、
２
０
１
７
年

に
は
前
身
で
あ
る
大
分
工
業
大
学
の
創
立
か

ら
50
年
を
迎
え
る
。
建
学
の
精
神
は
創
立
以

来
一
貫
し
て
受
け
継
が
れ
る「
産
学
一
致
」

で
あ
り
、
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
人

材
育
成
を
使
命
と
し
て
き
た
。

現
在
の
教
育
の
柱
で
あ
る「
人
間
力
の
育

成
」は
、「
産
学
一
致
」の
も
と
、
急
激
に
変

化
す
る
産
業
界
や
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
創
立
40
周
年
と
な
る
２
０
０
７
年
に
教

育
理
念
を
再
編
し
た
際
に
掲
げ
た
も
の
で
、

本
学
教
育
改
革
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。

１　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
考
え
方
と

　

支
援
体
制

本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
学
生
た
ち

の
個
性
と
学
習
歴
の
多
様
化
に
対
応
し
、

２
０
０
３
年
に
導
入
し
た
。本
学
で
は「
キ
ャ

リ
ア
＝
就
職
」と
限
定
的
に
考
え
る
の
で
は

な
く
、「
キ
ャ
リ
ア
＝
生
き
方
そ
の
も
の
」と

定
義
し
、『
キ
ャ
リ
ア
教
育
』と
は
、
自
分

の
人
生
全
体
を
考
え
行
動
す
る
た
め
の「
生

き
方
教
育
で
あ
る
」と
位
置
づ
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
進
路
指
導
の
観
点
は
も
ち
ろ

ん
、大
卒
者
に
求
め
ら
れ
る
能
力
で
あ
る「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」や「
問
題
解
決

能
力
」な
ど
も
、
課
外
活
動
を
含
む
大
学
教

育
全
般
で
担
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
支
援
組

織
と
し
て
、
同
年
に
、
入
口
側
と
し
て
人
間

力
育
成
セ
ン
タ
ー
の
前
身
と
な
る「
基
礎
学

力
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
、出
口
側
と
し
て「
進

路
開
発
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
た
。
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